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問 10【男女平等】 

男女平等・男女共同参画に関する意識について                 

問 10 今後、男女が社会野あらゆる分野でさらに平等になるために、最も重要だと      

思うことは何ですか。（１つだけに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では、「男女が互いを尊重しあい、協力しあう、人権の尊重された環境づくりを行う」が

39.6％と最も多く、次いで「女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念・慣習・しきたり

を改める」が 15.5％の順となっています。 

男女別でみると、男性では同じ順位になっています。一方、女性では「男女が互いを尊重し

あい、協力しあう、人権の尊重された環境づくりを行う」が 38.6％と最も多く、次いで「女性

自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得するなど、積極的に力をつける」が 16.8％の順と

なっています。 

年齢別では、すべての年代で「男女が互いを尊重しあい、協力しあう、人権の尊重された環

境づくりを行う」が最も多くなっています。中でも「２０歳～２９歳」が 45.9％と最も多く、

次いで「６０歳～６９歳」が 42.5％の順となっています。また、「２０～２９歳」、「３０～   

３９歳」、「４０～４９歳」、「５０～５９歳」では「女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会

通念・慣習・しきたりを改める」が 2番目に多くなっていますが、「６０～６９歳」「７０歳以

上」では「女性自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得するなど、積極的に力をつける」

が 2番目に多くなっています。 

平成 22年度調査と比較すると、全体における回答比率の順は同じになっています。しかし、

女性においては、2 番目に多い項目が「女性自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得する

など、積極的に力をつける」になっていたり、男性では「法律や制度の面で見直しを行い、 

女性差別につながるものを改める」が 5.7ポイント減少するなど、回答比率の順に変動があり  

ます。 

「男女が互いを尊重しあい、協力しあう、人権の尊重された環境

づくりを行う。」が 39.6％ 

１． 女性自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得するなど、積極的に力をつける 

２． 法律や制度の面で見直しを行い、女性差別につながるものを改める 

３． 男女が互いを尊重しあい、協力しあう、人権の尊重された環境づくりを行う 

４． 女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念・慣習・しきたりを改める 

５． 女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る 

６． 行政や事業所などの役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実する

７． その他（具体的に：         ） 
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問 10【男女平等】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=983 

 

全体 14.4%

全体 6.3%

全体 39.6%

全体 15.5%

全体 11.8%

全体 6.8%

全体 1.5%

全体 4.1%

女性 16.8%

女性 6.4%

女性 38.6%

女性 14.1%

女性 13.7%

女性 4.6%

女性 0.9%

女性 4.8%

男性 11.4%

男性 6.2%

男性 40.7%

男性 17.2%

男性 9.4%

男性 9.6%

男性 2.3%

男性 3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

女性自身が経済力をつけたり、知識、

技術を習得するなど、積極的に力をつける

法律や制度の面で見直しを行い、

女性差別につながるものを改める

男女が互いを尊重しあい、協力しあう、

人権の尊重された環境づくりを行う

女性を取り巻く様々な偏見や

固定的な社会通念・慣習・しきたりを改める

女性の就業、社会参加を支援する

施設やサービスの充実を図る

行政や事業所などの役職に、一定の割合で

女性を登用する制度を採用・充実する

その他

無回答

全体 女性 男性
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問 10【男女平等】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

女
性
自
身
が
積
極
的
に 

知
識
、
技
術
な
ど
を
習
得 

法
律
や
制
度
の
見
直
し 

男
女
の
人
権
尊
重
さ
れ
た 

環
境
づ
く
り 

女
性
に
対
す
る
固
定
的
な 

社
会
通
念
な
ど
を
改
め
る 

女
性
の
就
業
、
社
会
参
加 

支
援
の
充
実 

役
職
に
、
一
定
の
割
合
で 

女
性
登
用
す
る
制
度 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 28年度調査 

【全体】 

人数 983 142 62 389 152 116 67 15 40 

構成比  14.4% 6.3% 39.6% 15.5% 11.8% 6.8% 1.5% 4.1% 

平成 28年度調査 

【女性】 

人数 546 92 35 211 77 75 25 5 26 

構成比  16.8% 6.4% 38.6% 14.1% 13.7% 4.6% 0.9% 4.8% 

平成 28年度調査 

【男性】 

人数 437 50 27 178 75 41 42 10 14 

構成比  11.4% 6.2% 40.7% 17.2% 9.4% 9.6% 2.3% 3.2% 

平成 22年度調査 

【全体】 

人数 446 59 40 180 70 51 31 2 13 

構成比  13.2% 9.0% 40.4% 15.7% 11.4% 7.0% 0.4% 2.9% 

平成 22年度調査 

【女性】 

人数 249 37 17 93 42 35 17 1 7 

構成比  14.9% 6.8% 37.3% 16.9% 14.1% 6.8% 0.4% 2.8% 

平成 22年度調査 

【男性】 

人数 193 22 23 86 28 16 14 1 3 

構成比  11.4% 11.9% 44.6% 14.5% 8.3% 7.3% 0.5% 1.6% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 10【男女平等】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

女
性
自
身
が
積
極
的
に 

知
識
、
技
術
な
ど
を
習
得 

法
律
や
制
度
の
見
直
し 

男
女
の
人
権
尊
重
さ
れ
た 

環
境
づ
く
り 

女
性
に
対
す
る
固
定
的
な 

社
会
通
念
な
ど
を
改
め
る 

女
性
の
就
業
、
社
会
参
加 

支
援
の
充
実 

役
職
に
、
一
定
の
割
合
で 

女
性
登
用
す
る
制
度 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 

人数 983 142 62 389 152 116 67 15 40 

構成比  14.4% 6.3% 39.6% 15.5% 11.8% 6.8% 1.5% 4.1% 

20～29歳 

人数 74 11 2 34 11 11 2 3 0 

構成比  14.9% 2.7% 45.9% 14.9% 14.9% 2.7% 4.1% 0.0% 

30～39歳 

人数 124 17 9 45 23 19 8 1 2 

構成比  13.7% 7.3% 36.3% 18.5% 15.3% 6.5% 0.8% 1.6% 

40～49歳 

人数 144 10 14 55 29 20 11 3 2 

構成比  6.9% 9.7% 38.2% 20.1% 13.9% 7.6% 2.1% 1.4% 

50～59歳 

人数 145 26 8 52 28 21 5 1 4 

構成比  17.9% 5.5% 35.9% 19.3% 14.5% 3.4% 0.7% 2.8% 

60～69歳 

人数 261 40 16 111 33 30 19 4 8 

構成比  15.3% 6.1% 42.5% 12.6% 11.5% 7.3% 1.5% 3.1% 

70歳以上 

人数 235 38 13 92 28 15 22 3 24 

構成比  16.2% 5.5% 39.1% 11.9% 6.4% 9.4% 1.3% 10.2% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 11【「男は仕事、女は家庭」という考え方】 

男女平等・男女共同参画に関する意識について                 

問 11 あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。 

   （１つだけに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=983 

 

5.3%

3.5%

7.6%

21.4%

19.2%

24.0%

24.0%

25.3%

22.4%

18.3%

20.5%

15.6%

29.8%

30.0%

29.5%

1.2%

1.5%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性

男性

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 わからない

（どちらともいえない）

無回答

全体では、「わからない（どちらともいえない）」が 29.8％と最も多く、次いで「どちらかと

いえば反対」が 24.0％の順となっています。男女別でみると、女性では同じ順になっています。 

一方、男性では「どちらかといえば賛成」が 24.0％と 2番目に多くなっています。 

全体において、「反対」、「どちらかといえば反対」の合計は 42.3％となっています。平成 22

年度調査での合計は 28.0％であるため、14.3 ポイント増加しています。「久喜市男女共同参

画行動計画(第 1次) 女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン」では、「男は仕事、女は家庭」

という考えを見直す意識が目標数値として設定されています。平成 29 年度時点の目標値であ

る 80％以上は達成できておりません。 

年齢別では、「２０歳～２９歳」を除くすべての年代で「わからない（どちらともいえない）」

が最も多くなっています。「２０歳～２９歳」では「どちらかと言えば反対」が最も多くなって

います。 

「わからない（どちらともいえない）」が 29.8％ 

１． 賛成  ２． どちらかといえば賛成  ３． どちらかといえば反対 

４． 反対  ５． わからない（どちらともいえない） 
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問 11【「男は仕事、女は家庭」という考え方】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5   

賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

無
回
答 

平成 28年度調査 

【全体】 

人数 983 52 210 236 180 293 12 

構成比  5.3% 21.4% 24.0% 18.3% 29.8% 1.2% 

平成 28年度調査 

【女性】 

人数 546 19 105 138 112 164 8 

構成比  3.5% 19.2% 25.3% 20.5% 30.0% 1.5% 

平成 28年度調査 

【男性】 

人数 437 33 105 98 68 129 4 

構成比  7.6% 24.0% 22.4% 15.6% 29.5% 0.9% 

平成 22年度調査 

【全体】 

人数 446 30 87 62 63 197 7 

構成比  6.7% 19.5% 13.9% 14.1% 44.2% 1.6% 

平成 22年度調査 

【女性】 

人数 249 13 44 36 44 109 3 

構成比  5.2% 17.7% 14.5% 17.7% 43.8% 1.2% 

平成 22年度調査 

【男性】 

人数 193 16 43 26 18 88 2 

構成比  8.3% 22.3% 13.5% 9.3% 45.6% 1.0% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 

【年齢別】 

  

回
答
者
数 

1 2 3 4 5   

賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

無
回
答 

全体 

人数 983 52 210 236 180 293 12 

構成比  5.3% 21.4% 24.0% 18.3% 29.8% 1.2% 

20～29歳 

人数 74 4 16 21 14 19 0 

構成比  5.4% 21.6% 28.4% 18.9% 25.7% 0.0% 

30～39歳 

人数 124 2 21 29 24 48 0 

構成比  1.6% 16.9% 23.4% 19.4% 38.7% 0.0% 

40～49歳 

人数 144 13 23 38 27 43 0 

構成比  9.0% 16.0% 26.4% 18.8% 29.9% 0.0% 

50～59歳 

人数 145 2 27 35 30 50 1 

構成比  1.4% 18.6% 24.1% 20.7% 34.5% 0.7% 

60～69歳 

人数 261 13 66 65 43 69 5 

構成比  5.0% 25.3% 24.9% 16.5% 26.4% 1.9% 

70歳以上 

人数 235 18 57 48 42 64 6 

構成比  7.7% 24.3% 20.4% 17.9% 27.2% 2.6% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 11-1【役割分担】 

男女平等・男女共同参画社会に関する地域活動について             

（問 11で（1.賛成）又は（2.どちらかといえば賛成）と回答した方にお伺いします。） 

問 11-1 あなたが賛成する理由を教えてください。（１つだけに○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 全体では、「子どもの成長にとって良いと思うから」が 44.3％と最も多く、次いで「性別で

役割分担をした方が効率が良いと思うから」が 23.3％の順になっています。男女別でも、女性

男性ともに同じ順になっています。 

 年齢別では、「２０歳～２９歳」を除くすべての年代で「子どもの成長にとって良いと思うか

ら」が最も多くなっています。その中でも「３０～３９歳」では 56.5％と最も多くなっていま

す。「２０歳～２９歳」では「性別で役割分担をした方が効率が良いと思うから」及び「個人的

にそうありたいと思うから」が最も多くなっています。(同率１位) 

「子どもの成長にとって良いと思うから」が 44.3％ 

１． 日本の伝統・美徳だと思うから 

２． 性別で役割分担をした方が効率が良いと思うから 

３． 子どもの成長にとって良いと思うから 

４． 個人的にそうありたいと思うから 

５． その他（              ） 

６． 理由を考えたことはない 
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問 11-1【役割分担】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=262 

 

全体 5.3%

全体 23.3%

全体 44.3%

全体 14.5%

全体 7.3%

全体 5.0%

全体 0.4%

女性 5.6%

女性 21.0%

女性 40.3%

女性 19.4%

女性 8.9%

女性 4.8%

女性 0.0%

男性 5.1%

男性 25.4%

男性 47.8%

男性 10.1%

男性 5.8%

男性 5.1%

男性 0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

日本の伝統・美徳

だと思うから

性別で役割分担をした方が

効率が良いと思うから

子どもの成長にとって

良いと思うから

個人的にそうありたい

と思うから

その他

理由を考えたことはない

無回答

全体 女性 男性



第２章 調査結果            

87 

 

問 11-1【役割分担】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6   

日
本
の
伝
統
・
美
徳 

性
別
で
役
割
分
担
効
率
が
良
い 

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
良
い 

個
人
的
に
そ
う
あ
り
た
い
と
思
う 

そ
の
他 

理
由
を
考
え
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

平成 28年度調査 

【全体】 

人数 262 14 61 116 38 19 13 1 

構成比  5.3% 23.3% 44.3% 14.5% 7.3% 5.0% 0.4% 

平成 28年度調査 

【女性】 

人数 124 7 26 50 24 11 6 0 

構成比  5.6% 21.0% 40.3% 19.4% 8.9% 4.8% 0.0% 

平成 28年度調査 

【男性】 

人数 138 7 35 66 14 8 7 1 

構成比  5.1% 25.4% 47.8% 10.1% 5.8% 5.1% 0.7% 

平成 22年度調査 

【全体】 

人数 446 - - - - - - - 

構成比  
       

平成 22年度調査 

【女性】 

人数 249 - - - - - - - 

構成比  
       

平成 22年度調査 

【男性】 

人数 193 - - - - - - - 

構成比  
       

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 11-1【役割分担】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6   

日
本
の
伝
統
・
美
徳 

性
別
で
役
割
分
担
効
率
が
良
い 

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
良
い 

個
人
的
に
そ
う
あ
り
た
い
と
思
う 

そ
の
他 

理
由
を
考
え
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 

人数 262 14 61 116 38 19 13 1 

構成比  5.3% 23.3% 44.3% 14.5% 7.3% 5.0% 0.4% 

20～29歳 

人数 20 0 6 4 6 3 1 0 

構成比  0.0% 30.0% 20.0% 30.0% 15.0% 5.0% 0.0% 

30～39歳 

人数 23 0 6 13 3 1 0 0 

構成比  0.0% 26.1% 56.5% 13.0% 4.3% 0.0% 0.0% 

40～49歳 

人数 36 1 7 19 4 4 1 0 

構成比  2.8% 19.4% 52.8% 11.1% 11.1% 2.8% 0.0% 

50～59歳 

人数 29 0 6 14 6 2 1 0 

構成比  0.0% 20.7% 48.3% 20.7% 6.9% 3.4% 0.0% 

60～69歳 

人数 79 5 22 34 10 5 3 0 

構成比  6.3% 27.8% 43.0% 12.7% 6.3% 3.8% 0.0% 

70歳以上 

人数 75 8 14 32 9 4 7 1 

構成比  10.7% 18.7% 42.7% 12.0% 5.3% 9.3% 1.3% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 11-2【役割分担】 

男女平等・男女共同参画社会に関する地域活動について             

（問 11で（3.どちらかといえば反対）又は（4.反対）と回答した方にお伺いします。） 

問 11-2 あなたが反対する理由を教えてください。（１つだけに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 全体では、「男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、各個人、家庭にとって良いと思うから」

が 44.2％と最も多く、次いで「女性が家庭のみしか活躍できないことは、社会にとって損失だ

と思うから」が 18.5％の順になっています。 

 男女別で見ると、女性では、「男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、各個人、家庭にとって

良いと思うから」が 44.4％と最も多く、次いで「一方的な考え方を押し付けるのは良くないと

思うから」が 19.6％の順になっています。男性では、「男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、

各個人、家庭にとって良いと思うから」が 44.0％と最も多く、次いで「女性が家庭のみしか活

躍できないことは、社会にとって損失だと思うから」が 21.1％の順になっています。 

 年齢別では、すべての年齢で「男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、各個人、家庭に 

とって良いと思うから」が最も多くなっています。2 番目に多い項目は年代によって異なり、

「２０～２９歳」「３０～３９歳」「４０～４９歳」「５０～５９歳」では「一方的な考え方を押

し付けるのは良くないと思うから」「６０～６９歳」「７０歳以上」では「女性が家庭のみしか

活躍できないことは、社会にとって損失だと思うから」となっています。 

 

「男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、各個人、家庭にとって 

良いと思うから」が 44.2％ 

１． 男女平等に反すると思うから 

２． 女性が家庭のみでしか活躍できないことは、社会にとって損失だと思うから 

３． 男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、各個人、家庭にとって良いと思うから 

４． 少子高齢化により労働力が減少し、女性も仕事をする必要があると思うから 

５． 一方的な考え方を押しつけるのは良くないと思うから 

６． その他（                           ） 

７． 理由を考えたことはない 
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問 11-2【役割分担】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=262 

 

全体 8.4%

全体 18.5%

全体 44.2%

全体 3.8%

全体 18.3%

全体 4.8%

全体 0.2%

全体 1.7%

女性 7.6%

女性 16.8%

女性 44.4%

女性 4.0%

女性 19.6%

女性 5.6%

女性 0.0%

女性 2.0%

男性 9.6%

男性 21.1%

男性 44.0%

男性 3.6%

男性 16.3%

男性 3.6%

男性 0.6%

男性 1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

男女平等に反すると思うから

女性が家庭のみでしか活躍できない

ことは、社会にとって損失だと思うから

男女ともに仕事と家庭にかかわる方が、

各個人、家庭にとって良いと思うから

少子高齢化により労働力が減少し、

女性も仕事をする必要があると思うから

一方的な考え方を押しつけるのは

良くないと思うから

その他

理由を考えたことはない

無回答

全体 女性 男性
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問 11-2【役割分担】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

男
女
平
等
に
反
す
る 

女
性
が
家
庭
で
の
み
し
か
活
躍
で
き

な
い
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
損
失 

男
女
と
も
に
仕
事
と
家
庭
に 

か
か
わ
る
方
が
良
い 

労
働
力
が
減
少
し
、
女
性
も 

仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
る 

一
方
的
な
考
え
方
の
押
し
つ
け
は 

良
く
な
い 

そ
の
他 

理
由
を
考
え
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

平成 28 年度調査 

【全体】 

人数 262 35 77 184 16 76 20 1 7 

構成比  8.4% 18.5% 44.2% 3.8% 18.3% 4.8% 0.2% 1.7% 

平成 28 年度調査 

【女性】 

人数 124 19 42 111 10 49 14 0 5 

構成比  7.6% 16.8% 44.4% 4.0% 19.6% 5.6% 0.0% 2.0% 

平成 28 年度調査 

【男性】 

人数 138 16 35 73 6 27 6 1 2 

構成比  9.6% 21.1% 44.0% 3.6% 16.3% 3.6% 0.6% 1.2% 

平成 22 年度調査 

【全体】 

人数  - - - - - - - - 

構成比  
        

平成 22 年度調査 

【女性】 

人数  - - - - - - - - 

構成比  
        

平成 22 年度調査 

【男性】 

人数  - - - - - - - - 

構成比  
        

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 11-2【役割分担】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

男
女
平
等
に
反
す
る 

女
性
が
家
庭
で
の
み
し
か
活
躍
で
き

な
い
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
損
失 

男
女
と
も
に
仕
事
と
家
庭
に 

か
か
わ
る
方
が
良
い 

労
働
力
が
減
少
し
、
女
性
も 

仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
る 

一
方
的
な
考
え
方
の
押
し
つ
け
は 

良
く
な
い 

そ
の
他 

理
由
を
考
え
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 

人数 416 35 77 184 16 76 20 1 7 

構成比  8.4% 18.5% 44.2% 3.8% 18.3% 4.8% 0.2% 1.7% 

20～29 歳 

人数 35 2 5 15 1 7 5 0 0 

構成比  5.7% 14.3% 42.9% 2.9% 20.0% 14.3% 0.0% 0.0% 

30～39 歳 

人数 53 7 7 24 0 8 7 0 0 

構成比  13.2% 13.2% 45.3% 0.0% 15.1% 13.2% 0.0% 0.0% 

40～49 歳 

人数 65 6 11 29 0 14 5 0 0 

構成比  9.2% 16.9% 44.6% 0.0% 21.5% 7.7% 0.0% 0.0% 

50～59 歳 

人数 65 6 10 34 1 13 1 0 0 

構成比  9.2% 15.4% 52.3% 1.5% 20.0% 1.5% 0.0% 0.0% 

60～69 歳 

人数 108 2 27 48 5 20 2 1 3 

構成比  1.9% 25.0% 44.4% 4.6% 18.5% 1.9% 0.9% 2.8% 

70 歳以上 

人数 90 12 17 34 9 14 0 0 4 

構成比  13.3% 18.9% 37.8% 10.0% 15.6% 0.0% 0.0% 4.4% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 12【女性の進出】 

男女平等・男女共同参画に関する意識について                 

問 12 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくためには、どの 

ような措置をとるのがよいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では、「女性の職員、社員等に対して、採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、 

女性の進出を促す計画を策定する」が 50.1％と最も多く、次いで「審議会や委員会などへの女

性の登用を進めるなど、政策への参画機会の提供を図る」が 27.0％の順になっています。男女

別で見ると、女性・男性ともに全体と同じ順になっています。 

 年齢別でみると、すべての年代において、「女性の職員、社員等に対して、採用・登用・教育

訓練などに目標を設けたり、女性の進出を促す計画を策定する」が最も多くなっています。  

2番目に多い項目は年代によって異なっています。「２０～２９歳」、「３０～３９歳」、「４０～

４９歳」、「５０～５９歳」では「審議会や委員会などへの女性の登用を進めるなど、政策への

参画機会の提供を図る」が 2番目であり、「６０～６９歳」「７０歳以上」では「地域又は団体

の要職等に男女が対等に参加できるよう、目標を設ける」が 2番目に多くなっています。 

 前回調査と比較すると、全体において最も多い項目が「女性の職員、社員等に対して、採用・

登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性の進出を促す計画を策定する」（6.2 ポイントの  

減少）でしたが、2 番目に多い項目は「審議会や委員会などへの女性の登用を進めるなど、 

政策への参画機会の提供を図る」（13.8ポイントの減少）になっています。 

「女性の職員、社員等に対して、採用・登用・教育訓練などに目

標を設けたり、女性の進出を促す計画を策定する」が 50.1％ 

１． 審議会や委員会などへの女性の登用を進めるなど、政策への参画機会の提供

を図る 

２． 女性の職員、社員等に対して、採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、 

女性の進出を促す計画を策定する 

３． 地域又は団体の要職等に男女が対等に参加できるよう、目標を設ける 

４． 要職等に男女が対等に参加している地域、団体、事業所等を表彰するなど  

優遇する 

５． 女性の起業家に対し融資などの支援を行う 

６． その他（具体的に：                  ） 

７． 特に行う必要はない  
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問 12【女性の進出】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=983 

 

  

全体 27.0%

全体 50.1%

全体 25.9%

全体 9.7%

全体 7.0%

全体 3.8%

全体 11.9%

全体 4.6%

女性 27.8%

女性 52.4%

女性 26.2%

女性 9.3%

女性 8.1%

女性 2.6%

女性 10.8%

女性 6.2%

男性 25.9%

男性 47.1%

男性 25.6%

男性 10.1%

男性 5.7%

男性 5.3%

男性 13.3%

男性 2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

審議会や委員会などへの

女性の登用を進めるなど、

政策への参画機会の提供を図る

女性の職員、社員等に対して、

採用・ 登用・教育訓練などに

目標を設けたり、女性の進出を

促す計画を策定する

地域又は団体の要職等に

男女が対等に参加できるよう、

目標を設ける

要職等に男女が対等に参加している

地域、団体、事業所等を表彰

するなど優遇する

女性の起業家に対し

融資などの支援を行う

その他

特に行う必要はない

無回答

全体 女性 男性



第２章 調査結果            

95 

 

問 12【女性の進出】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
を
進
め
る 

な
ど
、
政
策
へ
の
参
画
機
会
の
提
供 

女
性
職
員
等
に
対
し
て
、
目
標
設
定
、 

女
性
の
進
出
を
促
す
計
画
を
策
定 

地
域
又
は
団
体
の
要
職
等
に
男
女
が
対
等
に 

参
加
で
き
る
目
標
の
設
定 

要
職
等
に
男
女
が
対
等
に
参
加
し
て
い
る 

地
域
、
団
体
、
事
業
所
等
の
優
遇 

女
性
の
起
業
家
に
対
し
融
資
な
ど
の
支
援 

そ
の
他 

特
に
行
う
必
要
は
な
い 

無
回
答 

平成 28年度調査 

【全体】 

人数 983 265 492 255 95 69 37 117 45 

構成比  27.0% 50.1% 25.9% 9.7% 7.0% 3.8% 11.9% 4.6% 

平成 28年度調査 

【女性】 

人数 546 152 286 143 51 44 14 59 34 

構成比  27.8% 52.4% 26.2% 9.3% 8.1% 2.6% 10.8% 6.2% 

平成 28年度調査 

【男性】 

人数 437 113 206 112 44 25 23 58 11 

構成比  25.9% 47.1% 25.6% 10.1% 5.7% 5.3% 13.3% 2.5% 

平成 22年度調査 

【全体】 

人数 446 182 251 206 63 63 5 38 18 

構成比  40.8% 56.3% 46.2% 14.1% 14.1% 1.1% 8.5% 4.0% 

平成 22年度調査 

【女性】 

人数 249 105 143 113 26 43 2 21 12 

構成比  42.2% 57.4% 45.4% 10.4% 17.3% 0.8% 8.4% 4.8% 

平成 22年度調査 

【男性】 

人数 193 76 106 93 37 20 3 17 5 

構成比  39.4% 54.9% 48.2% 19.2% 10.4% 1.6% 8.8% 2.6% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 12【女性の進出】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7   

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
を
進
め
る 

な
ど
、
政
策
へ
の
参
画
機
会
の
提
供 

女
性
職
員
等
に
対
し
て
、
目
標
設
定
、 

女
性
の
進
出
を
促
す
計
画
を
策
定 

地
域
又
は
団
体
の
要
職
等
に
男
女
が
対
等
に 

参
加
で
き
る
目
標
の
設
定 

要
職
等
に
男
女
が
対
等
に
参
加
し
て
い
る 

地
域
、
団
体
、
事
業
所
等
の
優
遇 

女
性
の
起
業
家
に
対
し
融
資
な
ど
の
支
援 

そ
の
他 

特
に
行
う
必
要
は
な
い 

無
回
答 

全体 

人数 983 265 492 255 95 69 37 117 45 

構成比  27.0% 50.1% 25.9% 9.7% 7.0% 3.8% 11.9% 4.6% 

20～29歳 

人数 74 20 33 13 7 8 5 7 2 

構成比  27.0% 44.6% 17.6% 9.5% 10.8% 6.8% 9.5% 2.7% 

30～39歳 

人数 124 29 62 24 24 12 8 16 0 

構成比  23.4% 50.0% 19.4% 19.4% 9.7% 6.5% 12.9% 0.0% 

40～49歳 

人数 144 42 78 25 17 12 1 24 1 

構成比  29.2% 54.2% 17.4% 11.8% 8.3% 0.7% 16.7% 0.7% 

50～59歳 

人数 145 44 81 42 12 13 5 20 4 

構成比  30.3% 55.9% 29.0% 8.3% 9.0% 3.4% 13.8% 2.8% 

60～69歳 

人数 261 63 139 70 20 13 14 26 11 

構成比  24.1% 53.3% 26.8% 7.7% 5.0% 5.4% 10.0% 4.2% 

70歳以上 

人数 235 67 99 81 15 11 4 24 27 

構成比  28.5% 42.1% 34.5% 6.4% 4.7% 1.7% 10.2% 11.5% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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